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はじめに             院 となった。 7月 14日リンパ節郭清を伴う胃部分切除

近年モノクローナル抗体の開発により,多 くの腫瘍   が なされ,術 中発見された2個の肝転移巣も姑息的に

マーカーが誕生し, これまで用いられていた α―feto‐  切 除した。原発巣は図 1の ごとく,前庭部の4X4cmの

protein(AFP)や carcinOembyonic antigen(CEA)  小 型のボルマン2型の進行胃癌で,術 後の病理検索に

などとともに,複 数の腫瘍マーカーを測定することが  よ り組織は中分化型腺癌,深達度はssF,リンパ節転移

可能となってきた.今 回著者らは血清中のAFP,CEA  は 2群 までにみとめられた。術後は経過良好であった

さらにはcarbohydrate antigen(CA)19‐9のいずれも   が ,昭 和59年6月肝再発がみられ種々の治療が試みら

が高値を示した進行胃癌を経験したが,本 例に対し胃  れ たが著効を得ることができず,12月肝性昏睡にて死

原発巣,転 移リンパ節巣,肝 転移巣それぞれに, 3種

の腫瘍マーカーに対する抗体を用いた酵素抗体染色を
図1 切 除標本 (前庭部のボルマン2型胃癌)

施行したところ,そ の染色態度に興味ある知見を得る

ことができたので報告する。

症  例

症例 160歳,女 性.

家族歴および既往歴 :特記すべきことなし。

現病歴および経過 :昭和58年6月 ,心 寓部痛により

近医受診し,胃 X線 写真にて前庭部の陰影欠損を指摘

され,当 科に紹介された。当科の内視鏡および生検に

より,前 庭部のボルマン2型 の進行胃癌と診断され入
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亡 した。

AFP,CEA,CA 19‐ 9産 生胃癌の 1例 日消外会誌 19巻  12号

その結果表 1に示すごとく,各 部位により各腫瘍マー

カー染色態度が異なり,胃 原発巣では AFP陽 性部位

が他の 2つ に比べ少ないのに対 し,転 移 リンパ節巣で

図3 胃 原発巣における3腫瘍マーカーの免疫組織学

的所見

A)AFP

B)CEA

腫瘍マーカーの推移 :術前 AFP 52.6ng/ml,CEA

12,9ng/ml,CA19‐ 9 21lU/mlと いずれも高値を示し

ていたが,術 後いずれも正常範囲に復した。 し かし術

後10カ月日に再び3つ の腫瘍マーカーがほぼ同時期に

上昇がみられ,そ の1カ 月後にcomputed tomogrO_

phy(CT)に て多発性の肝転移巣および大動脈周囲の

リンパ節の腫脹が認められた。その後死亡に至るまで

各腫瘍マーカーは上昇し,最終的にはAFP 16,600ng/

ml,CEA 18,350ng/ml,CA19‐ 958,500ng/mlと ヽヽず

れも極めて高い値を示した (図2).

免疫組織学的検討 :AFP,CEA,CA19‐ 9の局在を,

胃原発巣,転 移 リンパ節巣,肝 転移巣のおのおの3つ

の部位において,同一のパラフィン切片を用いてABC

法により比較検討 した。抗血清は,AFPと CEAは

DAKO社 ,CA19‐9は Centocor社 のを用いた。また免

疫組織学的反応は,ス ライス上の腫瘍部位にみられる

染色の範囲により,染 色がみられないものを(―),腫

瘍部の1/3未満に染色がみられるものを (十),腫 瘍部

の1/3～2/3に染色がみられるものを(十),腫 瘍部の2/

3以上に染色がみられるものを (‖)と して検討した。

図2 腫 瘍マーカーの推移

表 1 各 部位における3腫場マーカーの

免疫組織学的反応

AFP CEA      CA19-9

胃 原 発 巣

転移 リンパ節巣

肝 転  移  巣

十

十

‖

#

十

斗

朴

十

一:染色されない   十 :1/3以下に染色
‖:1/3～2/3に染色  朴 :2/3以上に染色
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は 3種 がほぼ同程度であり,肝 転移巣では逆にAFP

陽性部位は認め られなかった。これに対 しCEA,

CA19‐9では3部位で大きな差はみられなかった。また

図3A,B,Cに 胃原発巣の同一部位における3種の染

色所見を示したが, この部位ではAFPは まったく染

色されないのに対し,CEA,CA19‐ 9では多くの細胞に

染色が見られた。CEAと CA19‐9の染色態度よりみた

腫瘍内局在性を比較すると,CA19-9では染色されない

細胞にCEAで は染色がみられるなど染色態度に差が

見られた。

考  察

胃癌に特異的な腫瘍マーカーは,現 在のところ発見

されていないが,これまでCEAlン),AFPり。などについ

ての詳細な検討がなされ, さらには近年のモノクロー

ナル抗体の開発により誕生したCA19‐9,CA125けなど

にも陽性を示す胃癌症例が多く報告されるようになっ

た.ま た酵素抗体染色の発達により容易に腫瘍細胞内

に腫瘍マーカーの局在を証明することが可能となり,

細胞レベルでの各種の腫瘍マーカーの意義づけが検討

されつちある。本症pllは,血 中のAFP,CEA,CA19,9

のいずれもが高値を示し,手 術,再 発などの臨床経過

とともにそれらの推移を観察できたばかりでなく,胃

原発巣,転移 リンパ節巣,肝転移巣のそれぞれに対し,

3種の腫瘍マーカーの局在を比較検討することができ

た。

まずAFPは ,原発巣で軽度に陽性であるのに対し,

肝転移巣では陰性,転 移 リンパ節巣では陽性と,発 育

場所によって染色反応に大きな差がみられた。 これに

対しCEA,CA19・9では,3つ の部位で大きな差はみら

れず,い ずれも同程度に陽性であった。しかし,そ の

染色態度を検討すると,CEAと CA19‐9では,か なり

の相違がみられた。すなわち両者共に染色する細胞や,

片方のみ染色する細胞などがみられ,CEAと CA19‐9

の抗原性の違いが確認されるとともに癌細胞のheter‐

ogeneityの広さが示唆された。
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腫瘍マーカーと転移部位 との関係では,AFPと 肝転

移 に極 めて高 い相関 がみ られ る3X)以外,CEAや

CA19‐9などには,は っきりした関係は認められていな

い.本 症pllでは逆に肝転移巣に AFPの 局在が認めら

れず,AFP産 生胃癌の特徴に反する点で注目される。

この理由として,単 に多発性肝転移が,AFP産 生細胞

からなる転移巣と非産生性の転移巣からなっているた

めとも推預Jされるが,転 移を細胞 レベルで検討する上

で興味深い所見と考えられる。

今後さらにいくつもの腫瘍マーカーが誕生し,本 症

のごとく複数の腫瘍マーカーを産生する腫瘍が増加す

るものと予想されるが,酵 素抗体染色を用いた細胞 レ

ベルでの生物学的特性を検討してゆきたい。

おわりに

血清中の AFP,CEA,CA19‐ 9のいずれもが高値を示

し,そ の胃原発巣,転 移 リンパ節巣,肝 転移巣それぞ

れに, これら3種 の抗体を用いた酵素抗体染色を施行

したところ,部 位により染色態度が異なる所見が得 ら

れた進行胃癌の 1例 を報告 した。
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